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◆管理試料の確認
　　(追加設定方法)　１／２

①【精度管理】⇒【設定】を見ると名称の確認が
　出来ます。この名称をwebの管理試料登録の
　ｸﾗｲｱﾝﾄ名称に入力します。
　管理試料を追加する場合は、以下に続きます。

②目的のｺﾝﾄﾛｰﾙ番号を選択し、【登録】を開きます。

③ｺﾝﾄﾛｰﾙ・種別・ﾛｯﾄ番号・有効期限を入力し【登録】
　にタッチします。　(最大60種類)

④【ｺﾝﾄﾛｰﾙ選択】
　　・測定を行う場合には必ず選択します
　　・選択したｺﾝﾄﾛｰﾙは青色表示になります。
　　・最大30種類のｺﾝﾄﾛｰﾙを同時に測定できます

～webの管理試料ｸﾗｲｱﾝﾄ名称入力に使用します～



日立7600　ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾏﾆｭｱﾙ

⑤ラックポジションの指定
　・【精度管理】の【ｺﾝﾄﾛｰﾙ】を出し、【登録】を開きます
　・目的のｺﾝﾄﾛｰﾙを選択した後、ラックポジションに
　　ラック番号とﾎﾟｼﾞｼｮﾝを入力し、【更新】します。
　・全部のコントロールの入力が終ったら【登録】します

④管理値の設定と分析項目の登録をします。
　
　・目的のｺﾝﾄﾛｰﾙを選択した後、【編集】を開きます
　・項目を選択した後、日内・日差の管理平均値と
　　管理SDに数値を入力し【更新】します。
　・測定する項目全部に上記操作をした後、【登録】します。
　・全部の項目を選択し、項目選択します。
　　(選択した項目は青色表示になります）

◆管理試料の確認
　　(追加設定方法)　２／２
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◆項目ｺｰﾄﾞの確認

①【ユーティリティー】⇒【アプリケーション】⇒
　　【分析】を開くと左側に登録してある項目が
　　確認できます。

②‘項目コード’は【追加】を指定すると確認する
　ことが出来ます。この項目ｺｰﾄﾞとｸﾗｲｱﾝﾄの
　測定項目並び替えの番号を一致させます。

注：　＊項目コード　　　
　　　　　　比色項目　１～９１０
　　　　　　電解質　　Na：９８９　　K：９９０　Ｃl：９９１

～ｸﾗｲｱﾝﾄ測定項目並び替え設定に使用します～
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◆分析装置からFDへデータの落し方

①FDを分析装置のFDﾄﾞﾗｲﾌﾞに入れます。（新しいFDの時はﾌｫｰﾏｯﾄをします）

②【ルーチン操作】ジョブの【測定結果】画面をだします。

③目的の検体範囲を選択した後、【データ保管】ウィンドウを開きます。

④ﾌｧｲﾙ名に名称を入力した後、【コピー】を選択し、更にデータ出力形式で【アスキー】を選択します。

⑤[実行]にタッチしウィンドウを開いたのち、さらに【はい】にタッチします。

～webのｸﾗｲｱﾝﾄ名称入力とﾃﾞｰﾀ取りこみに使用するFD～
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◆QCLinxWeb＆Clientの設定方法(注意するﾎﾟｲﾝﾄ)

注：事前に設置施設の自動分析装置からコントロールﾃﾞｰﾀをFDに落し内容確認が必要になります。

①測定機器登録

a.ﾓｼﾞｭｰﾙ毎の登録(D・P・ISE）が必要です。

b.表示名称はデータを取り込む際のkeyになるので
　 表示名称の後にスペース（半角1文字分）＋ユニット名を入れます。

（○は何を入れても何文字でも良い　例：　　○○○○○_D1　）

②管理資料登録

ｸﾗｲｱﾝﾄ名称はデータを取り込む際のkeyになるので機種毎にｸﾗｲｱﾝﾄ名称に、
分析装置に登録されている名称＋スペース（半角数文字分）＋ユニット名を入れます。

例１：　　アールト_D1
例２：　　アールト_P1
例３：　　アールト_E1　　　

③管理資料並び替え

管理試料の並び替えは名前でひっかけているのでどこに並べても良い！

④測定項目並び替え

項目並び替えでは項目コード番号をヒットさせる(項目コードの確認参照)

b.

a
.

＊①②ともに、FDに
データを落としてテ
キスト開き、コピー
ペーストすると確実！


